
産業道路のクリーンライン化にご協力ください！

大気環境改善のため、産業道路はなるべく迂回し
早くて便利な湾岸線等を利用しましょう

環境にやさしい市バス（ハイブリッドバス）

産業道路 環境ロードプライシング割引※適用区間

※環境ロードプライシング割引

　ETC搭載の大型車・特大型車は首都高横

羽線を迂回して湾岸線を利用すると割引

料金が適用されます

高速神奈川１号
横羽線

高速湾岸線

国道15号線

国道132号線

高速神奈川６号川崎線
国道409号線

川崎臨海部

検 索川崎市　環境情報

環 境 月 刊 誌かわさきの
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No.568

川崎市の環境イベントを
ホームページで紹介しています！

問い合わせ：環境局環境調整課
TEL：200-2386　FAX：200-3921

2019（令和元）年

12月1日発行

産業道路のクリーンライン化にご協力ください！特 集

環境情報　No.568
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発行編集

川崎市環境局総務部環境調整課

電話 044（200）2386（直通）

E-mail 30kantyo@city.kawasaki.jp

公害病被認定患者数1,228人

（認定者総数6,051人－認定失効者数4,823人）

認定失効者数4,823人

（治癒等2,097人＋死亡者数2,726人）

令和元年10月末現在（健康福祉局）

メールニュース
かわさきへ

問い合わせ：環境局処理計画課　　TEL 200-2590　　FAX 200-3923

●二酸化窒素（NO2）：一般局は全局で日平均値が0.06ppm以下でした。自排局は97%以上の日数で日平均値が0.06ppm以下でした。

●浮遊粒子状物質（SPM） ：一般局は全局で環境基準の短期的評価に適合しました。自排局は全局で環境基準の短期的評価に適合しました。

●光化学オキシダント（Ox） ：市内に光化学スモッグ注意報は発令されませんでした。

●微小粒子状物質（PM2.5）：一般局は全局で日平均値が35μg/㎥以下でした。自排局は全局で日平均値が35μg/㎥以下でした。

１　二 酸 化 窒 素：1 時間値の１日平均値が0.04ppmから0.06ppmまでのゾーン内又はそれ以下

２　浮遊粒子状物質：1 時間値の１日平均値が0.10mg/m3以下であり、かつ、１時間値が0.20mg/m3以下

３　微小粒子状物質：1 年平均値が15μg/m3以下であり、かつ、１日平均値が35μg/m3以下
環境基準

注 1：本データは最終確定値ではありませんので、後日修正することがあります。

注 2：本表中のSPMにおける環境基準評価は、当月の測定結果について短期的評価を行ったものです。
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二酸化窒素（ＮＯ2） 浮遊粒子状物質（S P M ）

環境基準
を超過した
日数（日）

微小粒子状物質（P M2.5）

 市では、ごみ焼却灰の埋立に伴い、廃棄物の最終処分場である浮島埋立処分場において、敷地境界の空間

放射線量（ガンマ線）及び内水の放射能濃度（放射性セシウム濃度）について測定を行っています。10月

の測定結果は次のとおりです。詳しくは市ホームページをご覧ください。

浮島埋立処分場における放射能濃度等測定結果（2019年10月）

大気環境（2019 年10月）

月　例

データ

測定値 測定日 基準等 測定頻度

詳しくはホームページをご覧ください。

●詳しい測定データは、ホームページで確認できます。

問い合わせ：環境総合研究所地域環境・公害監視課 　TEL 276-9096　FAX 288-3156
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空 間 放 射 線 量

（単位 :μSv/h）

埋立処分場内水

（単位:ﾍﾞｸﾚﾙ/L）

不検出

（検出下限値：1.0）

国 の 基 準 値　0.23

本市の目安値　0.19

国 の 目 安 値　75

本市の管理目標値 　10
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●

かわさき自動車環境対策推進協議会は、産業道路沿道の大気
環境を改善するため、毎年11月から２月に『産業道路クリーン
ライン化キャンペーン』を実施し、産業道路を利用する事業者
に対し、環境にやさしい行動に取り組むよう呼びかけています。


